SS1 化学分野 11/21(木) 6,7限目　HRNO(               ) 名前(                        )　（　　）班
(1)各班持参したものの確認
(2)各班で実験
器具：200mLビーカー、試験管×７(A～G)、試験管立て、ガラス棒、こまごめピペット(2mL)、　　　　　　各班持参したもの、ガスバーナー、チャッカマン、金網、軍手、安全メガネ
試薬：水…pH=7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塩酸(HCl水溶液)…pH=1, 3, 5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水酸化ナトリウム(NaOH)水溶液…pH=9,11,13
実験手順：
　① 200mLビーカーに水道水を約100mL、各班持参したものを小さくちぎって入れる。
　② 金網を設置し、その上に①のビーカーを置く。
　③ ガスバーナーを用いて①のビーカーを約10分加熱する。（適宜ガラス棒でかき混ぜる）
　④ ③でできた抽出液をこまごめピペットを用いて4mLずつA～Gの試験管に入れる。　　　　　　　　　（ビーカーが熱いので、軍手を用いる）
	試験管
	A
	B
	C
	D
	E
	F
	G

	試薬のpH
	1
	3
	5
	7
	9
	11
	13


　⑤ 下の表に従って、A～Gの試験管に試薬を3mL入れて軽く振り、色を観察する。(安全メガネ)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　⑥ タブレットで試験管の写真を撮り、MetaMoJi ClassRoomに貼る。
	試験管
	A
	B
	C
	D
	E
	F
	G

	色
	
	
	
	
	
	
	


結果：


(3)片付け…先生の指示に従う  ※洗い残しのないように！
(4)実験の考察







☆来週は、MetaMoJiを用いて各班で発表してもらいます。各班５分以内。
　以下の観点から、ほかの班の皆さんと先生に評価してもらいます（４点満点）

考察・結論⑴
１点　結果に照らし合わせて過不足なく論理的に正しい考察を行えている。
０点　考察がない、または、根拠がない思い込みが考察とされているなど、論理的な飛躍、誤りがある。

発表⑴
１点　声量、視線、姿勢などには問題ない。
０点　声が小さかったり、うつむいたり、原稿の棒読みだったりすることがある。

発表⑵
１点　文言が洗練されており、わかりやすい。
０点　話の展開が唐突であったり、説明に過不足があったり、日本語の誤りが多かったりする。

発表⑷
１点　発表・質疑から、班全員の熱量と誠意を感じる。
０点　研究内容をよく理解できていないメンバーがいたり、質問になかなか答えなかったり、質問と関係ない応答をしている。

※SS2　中間発表ルーブリック評価　から抜粋
